
 

 

 

   8月 4日～7日にかけて、第 23回ジャパンオープンハンドボールトーナメント が開催されました。 
これは 2019年に開催される第 74回国民体育大会「いきいき茨城ゆめ国体 2019」のリハーサルとして守谷市、 

常総市、坂東市が実施したものです。守谷高校からは、競技補助員の男女ハンドボール部と、競技会補助員の一般 
生徒が、期間中のべ 130名でこのリハーサル大会をサポートしました。いずれも揃いの青い Tシャツで、颯爽と活動して 
いる様子をご報告します。 
 

 
 
 
受付係は、来場者が最初に出会う 
ボランティアかも知れません。 
ぜひ爽やかに、にこやかにお迎えしたいですね。 
 
 

 
来場者に快適に過ごしてもらうには、環境美化の仕事が重要です。会場のあちこちに配置されたゴミ箱の中身を回収し、 

ゴミの集積所へと運んでいます。来年の本番では来場者も多く、きっと忙しくなることでしょう。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://kokutai-hand.com/rehearsal.html
https://www.ibarakikokutai2019.jp/


 
外のテントには『おもてなしコーナー』が作られ、熱中症対策としてよく冷えたお茶や 

ジュースを無料で配布していました。 
ずっと外にいるボランティアさんが熱中症にならないでくださいね。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

そして、メインのハンドボール会場では、白熱した試合が展開中!! 
選手のほとばしる汗を雑巾でキュキュッと拭いています。 

それはもう素早いですよ。何しろ試合の真っ最中ですからね。 
 
 
 
 
 
 
 

試合のハーフタイムになるとモップ掛けチームがサーッと現れてキレイにします。 
 

この経験を通じて、ひとつの華やかなイベントの陰に、たくさんの細やかな気配りと献身的な支えが 
あることを実感できました。来年本番の「いきいき茨城ゆめ国体 2019」を観戦するにあたって、 
ボランティアの裏方魂が、試合の行方とはまた別のおもしろい見どころになるのではないでしょうか。 

 
 
 
 


